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Racen:司mycinic A acid 




の原因物質を streptolidine 部分の lactam 環が開裂した強毒性の“opened lactam" substance (raceｭ
momycinic A acid , Fig.l )であるとマウスを用いて推論している。
著者はラ y 卜を用いて，この推論の妥当性を立証し 生体内での毒性発現時間が投与後48時間目頃で
あることを明らかにした。また streptothricin 抗生物質の新しい生理活性に着目し， streptothricin 抗
生物質に属する racemomycin-D (Fig. 1 以下 RM-Dと略す)が殺虫活性，魚毒活性ならびに植物生長
岡害活性を有することを明らかにした。さらに RM-D 以外の RM 類ならびに streptothricin 様抗生物
質である citromycin (Fig. 1 )が RM-D と同じく遅延性の殺虫活性を有することを確認した。また殺
虫活性を示すためには streptolidine 部分の lactam 環が必要である乙とを明らかにした。さらに遅延性











中代謝産物の検索から，先にマウスで報告されたのと同じ強毒性の“opened lactam" substance を確
認し，稲森らの推論の妥当性を立証した。
Streptothricin 抗生物質の生理活性
著者は RM-D の新しい生理活性について検討を行なった口その結果， RM-D は広領域殺虫活性，魚
毒活性ならびに植物生長阻害活性を有することが明らかとなった口
Racemomycm 類ならびに Streptothricin 様抗生物質 Citromycin の殺虫活性
著者は RM 類ならびに citromycin の殺虫活性を Blattella germanica ならびに Musca domestica 成
虫を用いて検討した口その結果 いずれの抗生物質も両昆虫に対して遅延性の殺虫活性を示した。 RM類
の殺虫活性の強度は B ， C ならびにAの順で，乙の強度は ß -lysine の数に比例した。さらに streptolidine
部分の lactam 環が開裂した“opened lactam substance (Fig. 1 )は，抗菌活性の場合と同様，まっ
たく殺虫活性を示さなかった。このことは streptothricin 抗生物質の活性と streptolidine 部分との聞に
は密接な関係があることを示唆している。
Streptothricin 抗生物質の遅延性殺虫活性の機序



















とならびに ß -lysine の数の増加が活性を増強させる乙とを明らかにした口そしてその発現機序はカイ
コ 5 令幼虫を用いその後部マルビーギ管障害にある乙とを明らかにした口よって薬学博士としての価値
ある論文と認める。
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